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演者紹介
豊釧奇】憤I久 出島商館跡生まれ
YoこhihiSa TOyosaki

■アーキテクトグランドデザイン株式会社創業者・ビジョナリスト。二般社団法
人サイパースマーにテイ創造協議会代表理事兼スマ菅博ライ・アー=朽ψ卜、
日本・インドネシア合弁Smart City Oた hestra代表社員、Cたicstab
Nuこantaraシェアフェロー就任。
米フェアチャイルド、ソニー、聞フィリップス、米LSIロジック(対日戦略担当)な及
半導体戦略マーケテイングを牽引し、米ガ‐トナー・プlJシ功 ルヾアナリスト、慶
應義塾大学大学院特別招聘教授、日本政府機関・NEDO等で要職を歴任。
現在はインドネシア・パリ島およ∞ ジャワ州レパナ・メトロポリタンにてスマートシ
ティ開発を推進Ь
デジタル松陰塾塾長。国内外の高度人材育成プログラムに参画し、エリート大
学院lφける八イテク人材育成、講義および著作活動を展開している。

一般社団法人

サイバースマートン
1ヽ
,生 ぉtrix ol Cvber Snanlt(‐ i

■貫重=子コンピュ
型スマートシテイの実現を目指す先進的プラットフォ
AI・ IoT。ブロックチェーンな陸活用し、国内タトの産
に根差した持続可能で包摂的な者1市づくりを推進。
インドネシアではスマートモビリティ(エネルギーマネジメン
現地社会に即した革新的ソリューションを展開し、国
ています。                  |

ARCHITECT
GRAND

山ICTソリュiションの提供と新技術の倉」出を通じて、
ます。
AIとIoTを融合し、地域ごとに最適化されたスマー
日本の知的財産を結集し、社会のGX(グリーン・
進します。
先進的な戦略の立案と実行により、

→有料職業紹介 i
(事業許可番号 13-ユ…301484)



【未来予測①】長崎県の未来は?
工 Architect Grand Desigln未来予測 X創造d脳くMCSCC未来ビジ
縮退するエツポン          衣・医・食・職`住・充 (充実)変革

社会・時代の変化
・  |!  |ヽ

い ,、

新しい社会を想像し、必要なサービス

と技術を創造する 夙 腹 4″遠命逮鍮 魃 LザJウ両 く

④ OpenAl ttyueer,se敵

2 ◆

ナガサキの

現在

第 le"Ce

出典 :アーキテクトグランドデザイン株式会社



■racto】過去講演2007年|の未来予測まとめ
lf世界で勝つ」秘訣はあるのか?― 日経Tech‐Oh!200'日 02日05二
豊崎氏は講演の冒頭で「今日は′日本の企業が世界の中でビジ朽乾いかに成功させるのか′とぃう視点でお話ししたい」と全体の方向性を示しつつ語リタ台めた。

′ii日本市場は"成長の源泉
″
ではなくなる

■日本のGDP成長率は長期的に世界最低水準 (年 1.50/0)
t■好景気に見えても、それはイ氏成長構造の中での一時的回復
II I国内市場依存は、中長期的に企業の豪退を意味する
歩予沢」の本質
f国内最適化」はもはや戦略ではなくヽリスクになる。

2日 成長は
″
人口増加地域

″
に集中する   

‐

・2000～ 2050年で世界人口(ま約30億人増カロ
・増えるのは
。アジア
・アフリカ                        !

・日本は少子高齢化により、30～40年で人口が大幅減少
レ示唆
。「どこで売るか」が競争力を決める
。技術力より前に、市場選択が勝敗を分ける

3日 日本企業は世界を見ていないtという肇鐘
。日本の電子・半導体産業は
「世界市場を本気で見ていない」
。国内論理・国内競争に閉じたままでは、
グロー′uレでは勝てない
>本質的指摘
競争相手は国内企業ではなく、

最初から
″
世界標準

″
で動いている企業。

出典 :2007年 1月 30日と31日の2日 間′ 日経マイクロデバイス誌主催
「半導体メモリ・シンポジウム」豊崎基調請演記事から引用

4H半導体シリコンサイクルと「冬の時代」予測
・2008～ 2009年に半導体不況 (谷)が来る
。利益体力の弱い企業は
,外資ファンドの買収対象
・独立した形では2010年を迎えられない
>重要な未来予測
・好調な時こそ、

次の不況を生き残る準備をせよ
。成長期ではなく、不況期が企業の真価を決める

(※これはリーマンシヨック前げ ほぼ的中した予測
″
)

5日 勝敗のカギは「海外で勝てるか」
・冬の時代を越える条件は一つ

→海外で稼げるかどうか
。国内利益だけでは、
次の成長局面に立てない

"結
論

「世界で勝てない企業は、次の時代に存在できない」

6日 技術起点から「コンテンツ通点」への視点転換
■従来 :

・半導体技術 → 機器 → サービス
■新しい見方 :

ヨンテンツ→ 機器 → 半導体
>決定的な洞察
・上流を支配する者が、産業全体を支配する
・Googleの全逗則よ、
技術企業ではなく

″
ヨンテシツ支配企業

〃
とし



メリセージ①
一皓i課題解,夫が、デジタル4生モ会の成長エンジンになる 山一

世界で勝
'つ
ナガサキヘ、「稗設計Jする

RQttQ血 9i穐 QQぽ阜織癬 Nagasakito Win on the CIobal
Stage

MQrQkayasa Uiang Nagasaki utttWk Menang
Panggung CIobal                     l

ナガサキは地経学を生かせ!!歴史は繰り返す。
「長山奇―パタビアの歴史と日本iインドネシア・スマィトシテイ産業倉」出の未来」

I



本日請演の結論
2026年2月 2'日インドネシア経済。産業・人材シンポジウム
■ 長崎県が選べる未来は 2ヽつしかありませんエ

結論から申し上,党:す。

長崎県の未来は、「日本・長崎の内側だけ」を見ていては守れません。
皆さんの前にある選手尺月支の道は、次の2つです。

①
「縮退するエッポンと共に縮退するナガサキ」
②   l
「縮退するエツポン。
しかし、インドネシアをHUBにASEANと共に成長するナガサキ」

数字が示す、逃れられない現実。

0

占長崎県の総人口       tV爾
・2025年 (2月 1日推計):約 124万人
。2040年 (中期推計) :約 105万人
→地方都市は、日本全体より速く縮退する

出典 :2023年 12月

■ 日本国の人口規模
・2025年 :約 1億2,254万人
・2040年 :約 1億1,091万人

Fact

県内自治体の人口推計
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■ イン障 シアとASEANの人口規模
・2025年
・インドネシア :約 2億 8′ 5フ2万人
・ASEAN全体 :約フ信人
・2040年
・インドネシア :約3.12信人
・ASEAN全体 :約 8億人前後
→ 成長の重心は、すでにASEANに不多ってぃる

■オーストラリ
2025年 :約 2′ 750
・2040年 :約3
→インドネシアは、「

内



メッセージ

ここから導かれる、ただ一つの問いナガサキは、人口が減る
ネ①轟嬌醸え纏馨選にとどまるのか。

それとも、人口が土曽え続けるインドネシア。ASEANとイ面
環させる拠点になるのか。



メッセージ③

今日お話ししたいのは、ただ~つ

「なぜ
・
、ナガサキはインドネシアをHUBにしたASEAN成長

と接続できるのか」そして「その選択が、いま可能である理由
■です。

ヽ
―
～

曾̈」

ンィ



【Fact②】インドネシア市場の戦略的重要性
ニロ週刊エコノミストー
経済・企業レポ…ト
「インドネシアは新・産業革命で日本を追い抜く勢い」
豊崎禎久著、2022年7月 11日

■インドネシアは人口約2「思7′000万人
→ 近未来に世界有数の経済大国へ成長すること肺 力視されている
■経済協力開発機構 (OECD)の予測
・2040年 :GDP(購買力平価)約 1,125兆円
。中国。米国インドに次鉛 界第4位の経済規模

■日本との対比が示す経済成長力格差
。2040年 GDP
・インドネシア :約 17125)と円
!日本 :約885兆円 (世界5位 更に↓)

・2019年名目GDPでは日本が約4.6倍の規模
→ それでも2040年には逆転

■人口動態の差
・2o40年推言十人口
・インドネシア :約3億 1′800万人
・日本 :約 1億1,000万人 (少子高齢化・多死社会 )

・但し、成長格差は人口だけでは説明できない
■決定的な違い :成長産業への国家戦略
・インドネシア政府は
・EV・ i理動プぐイクなa欠世代モビリティ
・ICTを活用したスマートシテイ
・スマートシテイ戦略は全国100か所
・再生可能エイ、ルギーによる脱炭素インフラ

を国家成長戦略として明確に位置づけている

「 1,000兆円規模の市場を、実証ではなく
r,実
装
″
として動かして

いる」
SOuにe:httpsi//Weekly―
economist.mainichi.】 p/artiCles/20220711/Se1/00m/020/004000c

インドネシアは2040年に世界4位の経済大国に

(注 )対象は620(主要20カ国・地瑚 から欧州連合(EU)を除いた19カ国。GDP(国内総生
産)は21年、40年ともに推計値。40年GDpは 10年米ドルの購買力平儘を基に算出

(出所)21年は国際通貨基金 $MF)、 40年は経済協力開発機構(OECD)
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【FttctO】縮退するエツポン(最新の正MFと国連大ロ
一 国際機関予測が突きつける未来 ―

出典 :IMFのWorld Economic Outiook 2025年 版
口連のWoHd Populadon Prospects 2024中位推計、豊崎まとめ

世界最大は引き続き米国

2030年でも中国は2位に留まる可能性
高成長で3位に浮上

欧州最大の産業国として4位ヘ

日 5位に浮上予想

世界6位へ後退予想

日本や英国・ドイツの後に位置する見込み

約 3.55信人

約 14.2信人

約 1511信人

約0.80信人

約0。 70億人

約 二.20億人

約 2i96億人
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2

習L3
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長崎。出島商館とパタビアを結んだ海のシルクロTド

―臣

'毎

洋国家インドネシア X海1洋県ナガサキT
長崎出島商館と′略7ビアの関係 (約400年前の変易ネットワーク)
・出島の設置 (1636年 )とオランダ間館の移転 (1641年)        ―
。江戸幕府はキリスト教排除と貿易管理のため、長崎・出島を築造。
・オランダ東インド会社 (VOC)は、それまでの平戸から出島べ商館 (出島商館)を移転。
・出島商館は、日本唯―の西洋との窓国として機能。          と

・VOCアジア本轄「 :′ タゞビア (現インドネシア・ジヤカJレタ)
・1619年 :オランダ東インド会ネ土 (VOC)、 プヾタビア (現ジャカルタ)を設立
→ アジア貿易の司令拠点として機能
・出島商館とノリビアは、定期航路で直結し、物資」情報・人材が往来。
・交易内容と影響
・日本から1鶴同・銀・陶磁器を輸出、プリビア経由で香辛料・綿織物・書籍を輸入と
。この交流は約200年続き、日本と東南アジアの初期国際関係を形成。

常▲帯′とこ衝聴豊

二ヽ予ギ

出典 :豊崎撮影



メッセージ④

今日お話ししたいのは、ただ一つ「なぜk長崎はインドネシア
HUBにしたASEAN成長固と接続できるのか」そして騒蛉選
郎覧鶉顧嘲鵜鸞‰姶∈鮎軽です。

長山奇県―インドネシアは約1881年ぷiり※に再起動しました。
※1858年 日蘭通商条約

″
デジタル
〃
のスマートシテイとは、者F市に存在する万物を

グするデータプラットフォームであり、そのデータを基盤にA
行政。社会システムを持続的に深化させる新しい仕



1寺をつなぐ
｀
:架け精―長出奇県とインドネシア、188年ぶり

2024年7月 30日 長崎県議会 (県職員・諫早市青「長)視察概要
・本イベンHよ、一般社団法人MCSCCが長崎県議会と共同で企画。立案し、長崎県とレバナメトロポ
および地域経済の可能性向上を目的として開催。
・レパナメトロポリタンCEOノ ―ヾナルゲス・ジョノプトロ氏はウェ)レカムスピーチにおいて(西ジャワヴ引レノゞナ地域を
る成長市場」と位置づけ、経済発展への貢献に向けた準備が整っていると表明。
イベントでは、外資誘致および地域コミュニティの福祉向上を目的とした主要インフラ事業について意見交換・
。長崎県議会団長・溝口文夫氏は、インドネシアが2040年までに世界第4位のGDP規模に成長する可能性
県がレバナエリアを通じて戦略的にインドネシアの経済発展に貢献する友好関係構築の重要性を強調。
・当日は、長崎県議会議長および島原市長からの親書が、Bernardus ttonOputrO氏 に正式に手渡された。
議員
・長崎県議。前田哲也氏は、長崎県の地域特性と魅力を紹介するとともに、地球規模の課題解決に資する国
に強い期待を示した。



西ジヤワ州レパサメトロポリタンとスマートンティ開発でM
-2025年:6月 23日レパサメトロポリタン公」Mnstagam―
・BP Rebana]ajaki Kettasama Pengembangan Smart City dengan MCSCC
・ Kepala BP Rebana Bernardus DjonoputrO mcnjajaki peluang kOlaborasi pengembangan smart
pertemuan dengan Direktur ttepresentatif Matrix Of Cyber Smart City Consortium (MCSCC)′
Senin(23/6).
・Kolaborasi tersebut rne:iputi pengembangan kerangka kOta cerdas di 7 kabupaten/kOta.
melalui MCSCc′ Rebana jwga rⅥ emowka akses untuk r■ embanouttJttaring ketta Sama deng
Nagasaki.KonekSiini menjadi peluang strategis untuk pertukaran pengalaman pembangun
pengembangan kapasitas′ serta potensiinvestasi]epang di berbagai sektor prioritas Reban
。MCSCC merupakan konsorsium perusahaan teknOlogi asal]epang yang DerkOmitmen menjawab ta
sosial melalul inovasi=Kolaborasiini diharapkan mendorong 10mpatan kettajuan kawasan Rebana men
ёkononli yang cerdas′ inklusitt dan berdaya saing globali

【八イライト部の翻訳】     ´
この協力は、レパナ地域内のフつの県・市におけるスマートシテイの枠組み構築を目的としていま
す。社団MCSCCを通じて、長崎県との運携の道も開かれ、都市開発の経験交流、能力開
発、レパナの重点分野における日本からの投資誘致など、戦略的な機会となることが期待され
ています。

/移漱ア/″タ イマ/



_阻阻 _二 JL」 l lに

半導体県ナガサキ発iスマ‐トシテイ1産業基盤で新産
TビッグデニタがA正を進Tヒさせi地方都市が日本の中心になる1仕組み
CPS(サイパ…・フィジカル・システム)社会の実現が、デジタル未来の本来の姿です。

上空 5nm半導体

ヂジタルツイン

出所 :国際績驚 ′テカナリエ iMCSCC

既 に.半導体チツプ内部に構蔵されているデンタルサイバースマートンテイ

スマン開発は『半導体エンジエア』の知識が生かせる新しいフィールト

サイパィスマートンテイは『半導体出身者』が割るべき

ロネ 燎溝競爾

麟構 職、

―

拶 tス
マートンティ弾 プ0ジエクとヽな醐

a― 、甲口こと
―
■fア″
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202■年9月 28日基調講演での生旨発言
野村総合研究所と申国情報通信研究院は、第2回「デジタ

'甦
会資耗 スマ‐トシテイJに関する日中の国際共同研究について基調講演を行つた。  _

デジタ,レネ土会の中核砲成夢観念として、ucsccのスマ‐崎ケイは現在(産業界・行政・学術界の各分里予から高い関心を集めている。      |

塞錘慧證檀躙瑯慧響馳塩室尋耀潔鞘駐轟直蘊臨i」と多層的かう高度t益されたシ府ムとしての本鋭示した。こ戯喩は、スマートンティ
囃 中理解を促す示唆1瀧説れのであつた。」|                |

Cyと erPhysicat

日本国は半導体産業を再興



【Fact④】令和3年経済産業省スマートンティ採択    ‐
一 MCSCC「質の高いインフラの海外展開に向けた事業実施可能性調査事業 ,■

中
中
弾
帥

オテン生 二 八
〓●
連
↓

ゼロカーボンシテイを社会実装するカーボンニュートラメレASEAN戦略

牌 緯 羽

農_I轟上_
ゼロ威素社会 解 Ⅷ  Ⅷ
98
90 ヒ ダ

冨幽
G

_   「1廷≧ク
工
〈
理

●
ヽ

Δ

，

一

地方自治林

ゼロ茨奈
ギヤシアヽス
(ヤ ルとジュ ル】

確切
ヒルデインク

病院
(葛農医療)

弁魏 お
幸 雪軍

●6
0
家庭

工l写

台
オ ｀

＼ /… ヤ…
・ ~ih

消脇

圏会 侯言前

鍮

エナシークラウトとスマートシテイクラウト

喜IBFaaS、 働 aS、 MD35+デ ータ流通
(OFTtiヽじ界)

クリーン発電 電化交廼 リーンIくすインフラ   スマートエネルギニ Ⅲ ● 将

「
4セグメント 基 ● 爆 t!≧1 

忠品り
尭罵     5G/LPWA
ネットワークー4.要里局

:ヰ .

こヨ_|

データtンター

凸

_録 l部,F面

~Ⅲ
鴨

●、  イ `

,

T¬システム

チ
・い
　
一

太眠光瓶υッ
tテ     ′(イオマス~｀
は ,ォ | 

ヽ‐

マイウロ
クリット モに'リテイ

ゼロ懸
躍禁

蓬素

・  実現プラツトフオーム   _=

:艇

妓 備    材料        :f

t回 E~二
r

電み込》

亀濁

(H2)
賂

技術

】
「゙

フォーカス

れ
~盈
廻

スマー i

配路
な矛
アンで=V

十

T)

恣
弱 クラウト

デラタ′し力氏「B,1/● ラウ 1'/11/セ
=ェ
リテイ〕

理
横編

†
t とンサー

テヽシ,,〔攀ャij
ふ

縦娠 オープン
戦略

通力電子薇4J(W ati′ H蟻 t,
_コ , 0

J―   虫

出典 :経済産業省 (2022年 2月 )資料
※アーキテクトグランドデザイン株式会社力Ч旦当した内容の抜粋



７
Ｅ
Ｌ …絆特区ナガサキ発

モデル
が叡しがる次世代インフラ検査(世
する調査事業⑩ :MCSCC

採択事業一覧 別な 1

10

13

災書時こ見据月に卜tl―シでのインフラ点検効率イuこnけた調査

卜8-シのレベ,レ 3 5飛 行におt,るルート
'L大

に向けたlq査

トローンポート(.ょる熙璃陸地点の無大化の実敷 向けた測蒼

卜a―シttょるエリア単位でのレNレ 4飛行の実撲に白けた田意

連携
″
絆
″
特区 (長崎県 )

運擁
″
幹4寺 区 (長

炉
瞑 )

連続
″
やγ特匡 (母

'野

県 )

運擁
″
擁時 区 (長崎県 )

ド
ロ
ー
ン
を
確

っ
た
通
雛
育

一

検
の
く
げ
國
一■
，
１０
Ｒ
工

登
峰

一

■
留

要

●
ヽ

ど

う

一

習
癌
ま

14 遠隔教爾技術を活用した,野柴め拡充に向けた開奮

15 電液イ韓 地幕でのトローシめ完全自動航行の実現に向 t,声 鯛賛

連協
″
絆術 区 (熊本lR)

金融・質痙速用特区 (1ヒ海竜)

終末期の憲者の選患を露雲する手前指示置の強立に向 1'た調査

パーツナルモヒリティシェアリンル ービスの実類にnけた船査

スマートヘ,レス Web3技鶴 こよるPHR〕里機の実装に向けた船査

特癖lの教育課程による日本語指Bの地域教甫体制強ていこ斜 允 研奮

空飛歳

"レ

マの社会実装に向けた阿琶

心不全患者の弱入院予防のための遠聴石蹟の普及に向t,た調査

六望卜O― シでの山岳エリア的 資輸送サービス構築に向けた鯛奮

トローンによるエリア単位でのレベル4飛行の実霞に向け″_コ司査

ドローンでのインフラ点検時の効率化 〕スト醐 、向けたB寄奮

スープて一ンティ (つくlょ■,)

スーブ(―シァィ (つぐrf缶 )

スー,ヽ 一シティ (大阪府 市 )

スーパーラテイ (大陶併 市 )

スーパーシティ (大阪府 市 )

デジタ,レ働爾健康特区 (茅野市)

デジタ,レ阻目!縫藤崎区 (茅争デ市〉

連続
々
幹4奇匡 (格島県 )

達擁
Ⅲ
碑特 区 (福島県 )

れ

:

■
け
の
〓
〓
庄
側
〓

平
『

の

一
一

筆
馬
渡

人
オ
■

辛
ｔ
し
て
い
る
卜
■
Ｌ
笑
ｕ

ロ
ー
ン
の
Ａ
，
Ｈ
刷
が
担
『
さ
‘
ヨ
Ｂ
吉
め
企
●
デ
らヽ
い
い
４
」

β

あ
範
餌
奎
れ
に
つ
け
、
本
　

な
囁
Ｌ
争
騒
臣
て
Ｆ
苫
リ
ト
一で
他
に
３
４
“
ぽ
ほ

うＡ留
工
一、

長崎の適路 ドローンで点検
建 瞬▲ 灯と朝観和に向け

'―
夕収電

‖
・
」
指輿〒"

麓 邁 電 懸
鍍 測 鰯 閲
西 ぽ 愛 酉

蝿 ご i:摩

Ｌ
猛

〓

露

碧

，
ほ

晟

オ

嶺

斐

S

笛

轍

NBCr嬌と送 1分32,

KTNテ レビミ埼 1分 lЬ砂

NHК員崎
=P(送

長F新 ‐l

採体社放送実績―党 多千問 |

媒体社放送実績一覧 |テ レヒ |

,

顧



【市場シェア①】日米中の経済安全保障
一 米トランフ軌中を控え、米商務省、中国製ドロTン規常u案を撤回 T
日本政府の経済安全保障とドローン国産化政策の追い風

ドローンの世界市場シエア(ュ023年、台数ベィス)

Skvdio(米 ,

0.9%

XAG(中〕
1。2%

Autel Robotics(中 )

4,4%

※市場シェアの数値I訳販売懃バース

(出輿)Drone Market Report 2020・2025【 DRONEIndutt lnsight】

Pa 2023
DJI MAViC 8 Pro

2025
DJI MAViC 4 Pro

Triple Camera
Main W峰むe4た 20HP
Mi“le Tetephot0 1A3 49MP

,ee,Telephcto l力 12MP

DЩ中〕

Triple Camera
Maitt Vnde 4/3 100HP

Middie retephOtO i′ 1.3 48MP

Dee,Tele,hoto l′ 1.5 30MP

フ 2.7%

システム需」往

'マ

イクロコントローラは中国HDSC社、
D]I製、プロセッサに接続されるDRAMは中
成されている。

|:■1出典 :調査会社資料、アーキテクトグランドデザイン株式会社
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【市場予測①】日米中の低経済市場と道路性状調
― 新 産 業 を生 み出 す公 的 道 路 データは 日 本 国 と長 崎 県 の 成 長 エンジン

中国における「低空経済 (LowHAltkude Econo中y)」の定義は、単にドローン産業や航空機の市場とい
レベルで位置付けられた、低高度空域の活用を中心とする新たな経済固・産業エコンステムを指します。
・高度■50m以下の低空域が中心。
・従来の航空規制が厳しい空域ではなく、

低空

●
"、

低空経済
・2025年約 2
`2035年約49ジ L円
※中核産業・技術
・トローン (UAV:無人航空機)

・震業 (農薬散布、作物監視)
。物流・配送 (宅配、教援物資輸送)
インフラ点検 (橋梁・送電線・鉄道なD
・都市管理・測塁 (空中マッピング、交通監視)

・eV「OL(電動垂直離着陸機)な歓 世代航空モビリティ
・関連するソフトウェア・データ解析・空域管理システム

ドロ…ン市場
2025年約2311意円
・2034年約フ141障円
ソフト・サービス含む

デ

世界の道路性状調査市場規模(Global ttarket lnttghis lnc社)

2030年予測(米ドルベース)       2922年 (ドル円換算、為替レート:1米ドル=¥

1.4)とドル 約210
2022年から2032年にかけて、年平均成長率 (CACR)

出典 :調査会社資料、アTキテクトグラン岡北%ン株式会社



【市場予測②】世界スマエトンテイ市場規模
‐ 巨大なA正・ビックデニタ新産業を生み出す成

I長

エンジン五

中国は、スマートシテイ先進国として国家戦略で各都市にテニマ毎のプラツトフオー
ヒユーマノイ
せつつある。

ドなどの新産業とAIの深 と1噸

“

スマ下トンテイそのものを一つ

MCSCC I おいて 証を完

目楊丑
長崎県における長崎モカレを社会実装、イン障 シ おいてASEAN 卜|スタンダー

世界のスマートシテイ関連市場規模(米国調査会社Report Ocean社 )

2030年予測(米ドルベース) 2030年 (平均的なドル円換算、為替レート:1米ドル

4)L2/693億米ドル (約706兆9,960億
2020年から2030年にかけて、年平均成長率 (CAGR)は約

出典 :調査会社資料、アーキテクトグランドデザイン株式会社



メッセージ⑤

都市間連携人財によって「今」の憐簿螢串鱒Ⅷ題を
決し、2未来のインドネシア共和
騨離摯闇麹する。

を担う人財を、ナ

それは、他府県にはない「人財起点の長崎デジ
出島モデル」である。
″
Melalui kolaborasi antar ko

鷲財ドBЬF騨謂露颯き諾持珀1
k齢
a menyelesalka
memimpin

Ini adalah′Model De
oleh prefektur iainE′

′
jima Digital Nagasaki berbasis SDM′ yang unik d

玉



日本のグロー′uレサウス戦略を担う重要国iインドネシ
ァ 日本・イン障 シア関係の新たな序章    力の頭在化 す

日本とイン踪 シアは、「鍵穴と鍵」のようIE互いに補完し合う
=回
間関係の大きな

日高齢化と少子化
ロホワイトカラーもブルー・カラーもあら
ゆる分野で人手不足

i高品質。高技術の製品を生み出す
日本
輌日本は世界中から製品を輸入して
いる

日国民は貯蓄が大好き
日流動性が非常に高い
日低金利

・ コラテラルなしのビジネス回―シ

日4位th世界で最も人
高い。
日失業率の高い巨大

覇高い人口と広大な国土は、
大な潜在市場となる。
日高品質の現地製品を日

E多くの新興 ,中小
提携先を探している・
・ 厳格な担
日多くの企業が日
せている

卜

卜

峨



インドネシアの人財事情と1零来「性
イン障 シアの年齢月u労働人口

(*単位 :百万人)

37.6

2020

37.2

2021

2.6

39.5

2023

2.7

2023

40.3

2024

215

2024

37,7

2022
~ 15‐
29病議

1.6

15‐ 19議  ,20‐ 24歳  贈25‐29議

!闘

インドネシアの失業率 (年齢別 )

(*単位 :百万人)

‐
・
６

１

1.4 1.4 1 1.3
‐

・

２

１

―■1.3
一
一
．
一
・
・「「一
一

一

一

2021

>平土匂年成長率 :1.フア0/0(2020～ 2024年 )
>生 産 年 齢 層 (15～ 29歳 )i4′030万 人
(2024寄三)

解決策として、インドネシアの人材を海外で就労させる仕組みを、教育や訓練準備を支援する資金と合わせて提供します。イン

ドネシア側は日本語を話せる有能な若手労働力を提供でき、日本側は即戦力として活用できます。同時に、インドネシア人労

働者には就業機会とスキル向i上の道筋が提供されるため、両国にとって相互にメリットのある仕組みとなります。

>生産年齢層 (15～ 29歳)の失業者は依然として多く、
520万人にのぼる。
>その中でも、20～24歳の年齢層が失業者の最も大き
な害u合を占める
>失業者の多くは中低所得層に属する      !



||lill肝actO】ナガサキの産業を支える外国人労働者―

|―|■ インドネシア人財の状況 ―

|・ |■        外国人労働者の国籍別の状況(内側2024年 vsE外根l12025年x各年 10月末時点 )

一柱
常
■
，■
一・・●
Ｉ
Ｉ

■ベトナム      、
口中園(喬港、マカオを含む)

■フィリピン

■ネパール

■インドネシア

ロミヤンマー

ロその他
120/c

180/O

10%

15。/。

15。/O

9'6

16。/。

13%

140/O

270/。

240/O

13%

その他

1,732

1,934

ミャンマー

1,010
1,328

インドネシア

■,694
2.342

ネパーザレ

1,426
1,フ 53

フィリピシ

1.483

1,588

中国
r香溶、マカ方方'含すれ

フ92
844

ベトナム

2.959
3.018

年

2024
2025

出典:長崎労働局発表令和8年 1月 30日 (金 )



ナガサキの産業を支える高度人財獲得に向けて
一日「人が集まるスマートンテイ」ヘインドネシア理系最高学府 (ITB)との連携によ
る′ゝイレ州レ理工系人財獲得戦略―

,再i言雪言;,11,!!!与 |||―
―
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まとめ①
― ナガサキの選択すべき:直は?田―

「縮退するエツポン。

しかし、インドネシアをHUBにASEANと共に成長するナガサキJ

ぬ
!HI章

転

「時勢に応じて自分を変革しろ」

坂本龍馬先生

「不常識・非真面目」

本田宗―郎氏

「非常識の中にこそ、解がある」

豊崎禎久

「およそ事業をするには、ま
ず人に与えることが必要で
ある。それは、必ず大きな
利益をもたらすからであ
る」
岩崎弥太郎先生

口

郎氏執務室@



まとめ②
― ナガサキ人豊崎からの処方箋は?―

「縮退するニツポンb
、しかし、インドネシアをHUBにASEANと共に成長するナガサキ」
巨大消贄市場 (出圏戦略)はインドネシア。ASEANにある!!
■長崎県主産業における成長エンジン実装のための処方箋

一 既存産業の高度1とと新産業創出―
γ水産業・農業
→漁業・養殖:漁業生産量は全国2位、農業:ビワ (企園1位)、 ジャガ

｀
イモ (全国3位)

←インドネシア人財連携(こよるナガリキの国内生産高度化とAIビッグデータ・宇宙産業の創出を核とした次世代産業戦略
γ製造業 (基幹産業 )
→造船・輸送用機械 :長崎市や佐世保市を中心に、古くから基幹産業だがオールドエコノミー
←世界最大の造船市場インドネシア、長崎インドネシア連携 (こよる造船人財育成モデル     i
γ半導体 :電子子部品・デバイス:電子部品・デパイス・電子回路製造業      |
←東アジア市場を狙う半纂体・セシサィ分野における海外ファブレス誘致とェリート大学発の高度な半導体人財獲得
γ 食料品 :かまぼこ、手延べそうめん、カステラ、壱岐焼酎などの地場産業
←インドネシア市場適応型食品開発と現l也市場創出、アルヨール産業は成長対象外 (り =ジョン戦略が重要 )

γサービス業・その他医療・福祉・サービス業:従業者数が最も多い産業部門
←人員オはインドネシア、成長は日本とインドネシア市場を!石く           ・        |
γ 観光業 :異国 1青緒ある衛並みや世界遺産―「明治 日本の産業革命遠産」等め豊 富な観光資源
午世界トップ観光都市パリに学ぶ、菖裕層戦略と人財交流による「観光都市ナガサキ」の再定義



【FactO】巨大半導体市場となるインドネシアとの運
「世界で脳

'つ
J必訣はあるのか?∵ インドネシア政府系フアンド2026口02

Danantara X英 国armと半導体産業の戦略提携

Architect Grand Designの 未来予測
■戦略的八イレベル人財のインプリケーション
・製造誘致ではなく「設計主権」を取りに行く国家戦略
。中国。台湾・米国依存を回避する第二極モデル
・日本企業。大学との連携余地
・設計教育
・応用半導体 (車載。医療・スマートシテイ・宇宙)
・ 15′000人のインドネシア人エンジエアを育成

■インドネシア政策的意味合い
。プラボウォ政権の方針
う食料安全保障
とエネルギー安全イ呆障
・技術安全保障

■政府高宮コメント要旨
・経済調整本ロアイルランガ・八ルタルト :
・にれはインドネシアのデジタル・エコシステムにおける飛躍 (Lcapfrog)」
。「半導体設計としう最上流分野を押さえることが重要」

・Danantara CEOロ サン。ロエスラニ :

「国家産業の発展と技術主権の強化につながる」

aホ 懇 湾新 閲

CHm
未来の勝者は?

インドネシア政府ファンド、英アームと握擁 半導体人材
1万人超育成

∂市           鬱 n■ 06

出典 :Antara、 日本経済新聞、豊崎分析
劇 RI軍⊆



量子コンピュータ顧間
小林広明教授 (Hiroaki KobavaShi)
東北大学大学院情報科学研究科

情報基礎科学専攻

A正顧間                :
大澤幸生教授(OHSAWA Yukio)
東京大学大学院工学系研究科システム倉J成学専攻
東京大学大学院工学系研究科技術経営戦略学専攻専攻(兼担 )

新興国医療へJ
ア′ヽメッドア
九州大学

システ



~F文社団法人

サイバースマートンティ創造協議会
卜生atrix of Cybei Snaart City CoI〕 sortil1111

隣一般社回法人サイパースマートシテイ創造協議会

Matrix of Cyber Smart City ConsortiutⅥ (MCSCC)

|

本日は、ど
｀
清聴ありがとうございました。

ナガサキの選択する未来は、私たちの手の中にあります。




